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議案質疑

◆平成25年度 一般会計予算

賛成討論（要旨）
　歳出の見直しによるコスト削減や経常経費
の削減に努め、財源の効果的かつ効率的な活
用が図られている。

▼狭山元気大学事業費をはじめ、民間保育所
整備への支援事業費、防災・減災対策としての
太陽光発電システムの設置事業費など、選択
と集中の予算計上である｡  ▼小・中学校の耐
震補強工事および冷暖房工事は、着実に実行
されている点を評価する｡  ▼「埼玉西部消防
組合」が設立され、消防体制のさらなる強化が
図られ、私たちの「安全・安心」が高められるも
のと期待している｡  ▼今後の狭山のまちづく
りを進める上で、次期総合振興計画の策定の
着手にあたり、入念な準備をお願いする。

反対討論（要旨）
　国の予算案は、社会保障を切り捨てるもの
になっている。国の政治から市民の命と暮ら
しを守るための予算編成に向け、指摘する。

▼基地交付金は、関係機関と連携して要望の
抜本的強化を｡  ▼保育所などで常勤対応の臨
時職員が常態化している。専門職として正規
雇用を｡  ▼生活一時金制度の廃止は納得でき
ない。実態を踏まえ市で責任ある対応を｡  ▼高
齢者のための「施設借り上げ料」が廃止になった
が、年間60万円弱の予算を削る必要はない｡  ▼

中央公民館などの利用者の要望に応え、無料
の駐車場を｡  ▼保育所の民間委託ではなく、
公立と民間の双方で待機児童の解消を｡  ▼就
学援助はクラブ活動費、PTA会費も対象に。

埼玉県動物の愛護及び管理に関する
条例の一部改正等を求める意見書（要旨）
　県においては、下記の事項について、
「動物の愛護及び管理に関する法律」の
一部改正に基づき、「埼玉県動物の愛護
及び管理に関する条例」の一部を改正
するなど、適切な対応をされるよう強
く要望する。
１　多数の動物の飼養及び保管に係る
　届出を義務付けること。
２　多頭飼育者の情報について、関係
　市に情報を提供すること。
３　多頭飼育等に起因する日常生活に
　影響を及ぼす問題が発生した場合は、
　今まで以上に関係市と連携を図り対
　応すること。
４　関係する地域住民に対しては、対
　応状況等の報告を行うこと。
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介
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介
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２
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受
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す
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Ａ２
０
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　狭山市には３つの常任委員会があり、議員はいずれかの委員会に所属します。各委
員会では、それぞれが担当する事項の議案などを審査します。

常任委員会からの活動報告
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